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論文内容要旨
 。筋eOPOrO8i6についてはその病因論をはじめとし'臨床的・実験的,病理解剖的に各方
 面よりの詳細な探索が左されてきているが,その検索対象は多くは骨そのものであった。しかる
 に08七e(一POrO呂i8の際にみられる腰背痛ほ,脆弱となった脊椎の圧迫骨折,ないしは陥凹
 骨折,脊柱の電曲異常による筋,靱帯の過緊張などに起因すると思われることが多く,この場合
 にむしろ椎間板が重要な役割を果していると思われる。従来・二〇8℃eOpOrO6i8にむけるこの
 推問板の状態に関しては十分な観察がなされていないので私はこの点について追求を試みた。ま
 ず生体にむいて,50才以上の高年考の椎間板を一般X線撮影・機能的撮影並びにDi8COgra-
 Phy'によb観察し,他方50才以上の屍体腰椎部脊柱の椎間板を組織学的に検索して,高年者
 にむける椎間板の様相を探索した。さらにこ.れら生体腰椎の一般X線像並びに屍体腰椎のSOf七eX
 像から}08teOPOrO8i8,Pre-08七eOPOrO8i8・並びに正常の5群に分けて,08七eO-
 POrO8isに‡∫・ける椎間板の状態を他の2群と比較した。
 A生体における観察
 1)一般x線像観察は50才～95才までの106例で,特に後述のDi8COgraphyを行
 なったL2輔精一4・4-5の碓間につ駕dあの諦18継1!につい嘲察した・界
 上の対象例の一般X練像を概観すると,ほとんど変化を示さ麦い正常とみたされるものと,椎間
 板の変性に由来すると思われる変化を示ずものとがあり,椎間板の変性に関係すると思われる変
 化は脊椎辺縁と推問にみられ,脊椎辺縁の変化としては反応性の骨増殖像(終板の硬化像,並び
 に骨棘形成像の他,本来の脊椎辺縁のぼやけ,不規則像を含む),椎体上前方辺縁が丸く攻つた
 所見を示す'もの(辺隅削減),Kautgnab七rgnnungなどである。椎間の変化としては狭
 少化,移開,VaCU域mPhenomenon,虻b左どである。変性所見のうち最も多かったもの
 は反応性骨増殖像で,次いで狭少化を示ずものであb、前者は上位椎間に,後者は下位推問に多
 くみられた。先に述べた5群の骨の状態と椎間軟骨の状態との関係をみると,各群ともに脊椎辺
 縁骨増殖像,椎間膣狭少化の示める割合が多いが,OeteOporo8i8では他の群に比し移開
 が,Pre-08七eOPOrO8i8でレ象ま刀野馬削減f象が多く・み・ら盈.た02)DiSCOgraphy:Di8餌
 COgraPhyは264推問に施行し,その造影所見を正常,軽度変性,変性の5類型に大きく
 分類した。一般X線写真で正常と思われた椎間でもd1、をDi日cOgramでみろと軽度変性像は
 222%,変性像は259%を占め,正常像は約半数の5可.9%にすぎたかった。一般X線像で
 変性を推定させた椎間のDi3eOgramではその85%が変性像を示し,軽度変性像づ0.6%,
 正常像を示したものは7椎間(4.4嘱)と少凄い。この正常像を示したものは骨増殖型に5例,
 VacuumPher⊥OmgnOn携闘に2例みられたものである。次に造影所見を鞍部椎間高位別に
 分けてみると下位准間ほど正常像を示す割合は減少し変性像を示す割合は増加している。5群の
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 骨の状態にむける造影所見をみると,高度変性像はPre-08teOPOrO8i852.8%,
 08teoporo8i862.5%,Non-08teoporo8i872,9%であb・正常像を示すものは
 pre-08七eoporo6i828.1%,08teoporo8i824.0%,Non縄rO8teoporo8is
 14.5%であった。このように08teOPOrO8i8では高度変性像を示す'ものがNOn-Os七e-
 OPOrO日i8より少たく,骨粗鬆化の程度と椎間板変性度との関係は平行しないようであった。
 一方08七eoporO日isにかける椎体変形の上下の椎間板にむける造影所見をみると楔状椎,隠!
 平椎においては高率に変性所見がみられひ陥凹椎,魚椎に寿いではかなりの率にて正常像がみら
 れた。5)椎間板の可動性:機能的撮影による各椎間の厳大前後屈の動きの差を可動域とし,ま'
 ず椎間高位別にその分布をみると下位椎間ほど可動域の減少を示すものが多い。鞍部5椎間を概
 観すると10。付近にピークを有する分布を示すが,一方5。以下のものもかなり見られる。こ
 れを正常椎間と変性腫間に分けて検討してもほy同様の分布状態を示し,正常椎聞の可動域が変
 性椎間の可動域を上まわるということはたい。椎間板の変性飯見を示すもののうち辺縁骨増殖で
 はその可動域はほylD。付近に集まわ正常咋近い分布を示し,椎尚擦狭少化をきたすものでは
 可動域減少を示すものがかなりみられた。骨縄籟化の程度の関連にむいてその分布をみると,
 O薗60POrO8i8では叩般に可動域の減少を示した。このことは椎間板に由釆するものでな
 くて,むしろ靱帯の伸延性減弱,筋の拘縮のごとき脊柱周囲の変化に基くものと考えられる。
 B屍体に対する観察
 00才以上80才注で49例の屍体について,その推問軟骨126例を肉眼的並びに病理組織
 学的に概観すると,若年者にみるごとき健常煮る椎間軟骨は4例も見あたら友かつたが,正常椎
 闘軟骨に近いもの,軽度変性を示すもの,高度変性を示すもの,のろ類型に分けられた。組織学
 的に椎間板の変性像は多彩であるが,主な変化としては,線維輪の断裂,走行の乱れ,髄核の空
 隙形成,変性像,ガラス様軟骨板の破壊などがみられた。生体にむけると同様に肉眼的並びに
 SOf七gx像よb椎聞の状態を観察すると正常とみなされる椎間は80椎間(65.5%)でうり,
 これらの樺間板の状態は半数が正常椎間板で残りの半数に軽度変性叉は変性の所見がみられ,生
 体とほy同じ割合を示した。変化のある椎間では生体と同じように骨増殖椎闇,狭少化が多くみ
 られたがその中には正常椎間板はみあたらず,その多くは変性所見を示すものであった。49例
 のSOf七ex線像を生体にむけると同様匠その骨梁構造よわ骨組懸化の程度に応じ5群に分け,
 椎間板の状態との関係を為ると,正常椎間板の占める割合は08teOPOro8i8,Pre-03te-
 OpOro8麺に多く,NOn-Os七eOpuroei8に少ない。すなわち生体における分布とほ
 ぼ同じ傾向を示した。また変性椎間板の占める割合は骨粗鬆化程度の強いものほど減少していた。
 以上の組織学的検査により08teOPOro6i8でば面常に近い椎間板が多いが,盲それは骨粗鬆に基く骨硬
 度の減弱から椎体自体が破壊,変形し,筋力低下と共に椎間板に加わるBiomec生]anical
 GomPreS8iOaが弱く比較的椎間板が保1迎されてる状態にあるためと考えられる。
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 審査結果の要旨
 老年医曲¢)整形外科的方面で,最も重要祝されるものの1つは脊柱を中心とする03'じeOpo-
 ro・翼εであ9,これに関する従来各方面からの検討は主として脊椎骨そのものの変化で,これ
 らをつなぐ樵開板の加令変1ヒに御してはなか十分な観察がた護れているとはいえない。著者はこ
 の点に着服して高年者にむける椎間板の機能や状態を各種手段を駆使して探索したものである。
 まず51〕オ『～95オ唾で¢)生体106例の第2～第5腰椎の518推問につレ・て観察した結果
 にに撫賢版の退行変性による狭小化,瞳開現象等は当然として,これらが下位腰椎に集積して多発
 する傾向があり,その他いわゆるVacuumphenomenonや辷りなども見逃すべからざる変
 化で,これと椎体osもeopo1一〇5isとの関連の追究に意義が認められる。さらに一上記乙推問
 26五例について髄核造影を施行して,その変性程度を正常から高度の変性までろつに分類し,
1
 50オ以.とになるとあきらかに変性像を示すものが約半数,そのうち特に高度なものが全体の万
 を占めていることをみ・てし(る。このことは単純x絵像で推定された椎間板変性よりもはるかに多
 い。震たこれらに髄核造影を施すと,d-iSCOgramによる寓度変性像が著者らのいうpre-
 03teoporosi8,08teOporosi8に油けるよりもnon-os七eoporosi8の方が却っ
 て頻度が鬻ぐ,いいかえればos七eOpOrOsisでは椎間板の高度変性像を示すものがnon-
 oεt30POrosisよりも少なぐ,このことは骨相懸化の程度と椎間板変性度との関係が必ずし
 も平行し濃いことを物語っている。一方脊柱の機能的撮影に七る各推問の動きをみると下位椎間
 ほど可動域の減少を示し,ことに椎閥の狭小化をきたしているものに著しい。ただし著者はこの
 事実を推問板の変性に由来するよりもむしろ周囲靱帯の伸延性減弱,筋の拘縮箏の脊柱周囲の変
 化に芯ぐζと大叢りと考えられる根拠を示した。
 次に5Dオ以、Eの49屍体について腰部椎閻軟骨126を検索しているが,この中には健講な
 椎間軟骨は1例も見あたらず,その変化を5類型に分けたことも今後のこの方面の検討に有用で
 あろ。これら椎間板変砕の組織像について詳細に述べているほか冗SOftex像から椎間の状態
 を観察,これによれば約半数があたかも正常な推問板であるかのごとき状態を示したことは我々
 の臨床的判断の甘さ1に射して重要な三警告を一与えるものと考えられる。またこの場合osteOPOrO-
 sis,pre『osteoporosis,nOn『08teOPOrOsi8との関連に跨いで変性推問板の占
 める割合が骨凝墜症化程度の強い都)ほど減少していたことは生体におけると同じ傾向であること
 もきわめて重要な所見である。こ(り生体,屍体にむける同一傾向に対して,著者は骨粗鬆症に基
 く骨硬度の減弱から椎体自身が破壊変形し,lllll開板に加わるbiomechamicalcompre-
 8siOnが弱ぐ,むしろ椎間板は保護されてhる状態にあると推定している。
 以上により本論文は十分学位に値するものと認める。
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